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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
3
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
て
様
々
な
分
野
で
社
会
経
済
活
動
が

再
開
し
、
経
済
は
ゆ
る
や
か
な
回
復
に
向

か
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
材
料

価
格
の
高
騰
、
人
出
不
足
等
の
長
期
化
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
い
っ
た
課
題
が
一

層
複
雑
化
し
て
お
り
、
事
業
者
の
経
営
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
当
会
で
は
、

「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
」
を
活
動
理

念
と
し
、
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
を

下
支
え
す
る
た
め
、
資
金
繰
り
、
設
備
投

資
、
経
営
環
境
の
整
備
、
労
務
等
経
営
全

般
に
わ
た
る
相
談
支
援
に
力
を
注
い
で
き

ま
し
た
。
働
き
方
改
革
や
定
額
減
税
等
の

税
制
改
正
の
周
知
、
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
等
各
種
補
助
金
や
助
成
金
、
金

融
の
斡
旋
な
ど
、
国
・
県
・
市
の
様
々
な

支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
情
報
提
供
や
活
用
支
援

を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
第
2
期
商
工
会
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
を
踏
ま
え
、
経
営
発
達
支
援
計
画

に
基
づ
い
て
、
小
規
模
事
業
者
が
自
社
の

特
色
や
強
み
を
活
か
し
て
経
営
基
盤
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
事
業
計

画
策
定
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
人

口
減
少
な
ど
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
長
野
市
及
び
市
内
商
工

団
体
と
共
同
し
て
、
市
内
企
業
の
生
産
性

向
上
を
図
る
た
め
に
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
を
進

め
、
個
社
伴
走
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
担
う
地
域
振
興

事
業
に
つ
い
て
は
、
各
支
部
が
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
展
開
し
、
い
ず
れ
の

催
し
も
多
く
の
人
出
で
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、
賑
や
か
に
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

県
内
の
景
気
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
コ
ス
ト
上
昇
が
事
業
者
の
利
益
を

圧
迫
し
て
お
り
、
注
視
が
必
要
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
影
響
を
受
け

る
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
う
商
工
会
の
役

割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
会
と
し
ま
し
て
は
、「
不
易
流
行
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
働
き
方
改
革
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
、
事
業
承
継
、
Ｄ
Ｘ
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
等
時
代
の
流
れ
を
的
確
に
と
ら
え
な

が
ら
、
事
業
者
に
丁
寧
に
寄
り
添
う
支
援

を
行
い
、
会
員
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

商
工
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

長野市商工会 会長
西宮 登喜男

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

日時：令和7年1月18日（土）日時：令和7年1月18日（土）
場所：ホテルメトロポリタン長野場所：ホテルメトロポリタン長野

新春交流会新春交流会
総勢200名を超えるご来賓・会員が集い盛会に総勢200名を超えるご来賓・会員が集い盛会に
開催。アトラクションのタヒチアンダンスと 開催。アトラクションのタヒチアンダンスと 
プチ物産展は大変好評をいただき、相互の親睦プチ物産展は大変好評をいただき、相互の親睦
を深めました。を深めました。

㈱ キラリ信更（西部）㈲ 前角製作所（若穂）

物産展様子

西宮会長あいさつ 会場

タヒチアンダンス

玉屋（若穂）

新春交流会「プチ物産展」

㈱ タカ商（更北）

支部順・申し込み順

「プチ物産展」出展者

㈱タカ商
玉屋
㈲前角製作所
㈱キラリ信更

更北
若穂
若穂
西部

支部 会社名
「プチ物産展」出展者
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令
和
6
年
10
月
20
日
（
日
）
に
第
3
回
川

中
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

3
回
目
と
な
る
今
年
は
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト

に
「
出
張
茶
臼
山
動
物
園
」
を

開
設
し
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
ふ
わ
ふ
わ
も
2
基
設
置
し
ま

し
た
。
当
日
は
、急
に
冷
え
込
み
、

肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
昨
年

同
様
６
、０
０
０
名
の
来
場
が
あ

り
ま
し
た
。
屋
内
会
場
で
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
川
中
島
出
身

の
「
も
う
中
学
生
」
の
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企
画
さ
れ
ま

し
た
。
会
員
等
に
よ
る
出
店
コ
ー

ナ
ー
も
好
評
で
、
昨
年
に
続
い
て
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
よ
る
農
産
物
直
売
や
更
科
農

業
高
校
生
に
よ
る
桃
や
ア
ン
ズ
の
ジ
ャ
ム
な

ど
の
販
売
も
人
気
で
し
た
。

　

平
成
6
年
9
月
に
「
第
1
回
古
戦

場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
花
火
大
会
）」

を
開
催
し
、
令
和
2
年
に
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
で
30
回
を
数
え
ま
す
。

　

第
30
回
を
記
念
し
、
川
中
島
の
戦

い
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
御
霊
の
慰
霊

祭
と
、
今
後
の
事
業
展
開
を
鑑
み
て

上
越
・
甲
府
両
市
と
の
交
流
事
業
等

を
実
施
、
ま
た
犀
南
地
区
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
た
広
域
連
携
等
を
踏
ま

え
、「
松
代
藩
真
田
十
万
石
ま
つ
り
」

と
の
共
催
等
新
規
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

花
火
の
協
賛
募
集
は
、
更
北
地
区

住
民
の
皆
様
の
募
金
及
び
各
種
団
体

や
企
業
の
皆
様
か
ら
多
く
の
協
賛
金

を
賜
り
、
4
台
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス

タ
ー
マ
イ
ン
や
特
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン

な
ど
を
含
む
前
年
を
上
回
る
6
台
増

の
１
０
８
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
約
３
、

０
０
０
発
以
上
の
花
火
を
打
ち
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
も
バ
ン

ド
演
奏
、
広
徳
中
学
校
吹
奏
楽
、
タ

ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
、
恒
例
の
商
工
会

青
年
部
大
ビ
ン
ゴ
大
会
、
チ
ア
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
し
て
共
催
の
真
田

十
万
石
ま
つ
り
か
ら
は
木
遣
り
松
代

会
、
真
田
子
ど
も
勝
ど
き
太
鼓
、
松

代
甲
冑
隊
に
ご
出
演
い
た
だ
く
等
、

多
く
の
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

更北支部

第第
3030
回回    

川
中
島
古
戦
場
ま
つ
り
の
開
催

川
中
島
古
戦
場
ま
つ
り
の
開
催

吹奏楽

花火 10/12

10/2010/27

11/24

川中島支部

第第
33
回回  

川
中
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

川
中
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

ひ
じ
り
三
千
石

ひ
じ
り
三
千
石

��

収
穫
祭

収
穫
祭

信信
更更
収
穫
祭

収
穫
祭

西部支部

真田勝鬨太鼓

西部支部

子どもに人気のふわふわ

出張茶臼山動物園
動き回ってかわいらしいアルマジロ
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青
年
部

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
長
野
大
会
に

�

参
加
協
力
し
ま
し
た
！

　

9
月
19
日（
木
）～
20
日（
金
）に
長
野
市
芸
術
館

に
お
い
て
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡

協
議
会
令
和
6
年
度
長
野
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
11
都
県
か
ら
１
、１
０
０
名
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
り
、
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

長
野
市
商
工
会
青
年
部
は
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
場
外
誘
導
係
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
28
名

の
部
員
が
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
協
力
し
、

長
野
駅
前
周
辺
で
参
加
者
へ
会
場
ま
で
の
道
案
内

等
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
の
長
野
駅
前
は
多
く
の

参
加
者
が
行
き
交
い
、
道
順
や
周
辺
の
飲
食
店
に

つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
り
写
真
撮
影
を
求
め
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
。

長野駅改札前にて

　

11
月
17
日（
日
）～
11
月
18
日（
月
）に
工
業
部

会
・
商
業
部
会
合
同
視
察
研
修
旅
行
を
実
施
し
18

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
福
井
県
と
石
川
県
で
、研
修
先
は「
永

平
寺
」、「
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
」、「
東
尋
坊
」、

「
兼
六
園
」
な
ど
で
し
た
。
恐
竜
博
物
館
は
、
令

和
5
年
7
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
し
、

常
設
展
示
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
大
勢
の
来
館
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

1
泊
2
日

と
短
い
旅
行

で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
北

陸
の
食
文
化

や
観
光
資

源
を
肌
で
感

じ
る
と
と
も

に
、
参
加
者

同
士
の
交
流

も
図
る
こ
と

が
で
き
、
有

意
義
な
視
察

研
修
旅
行

と
な
り
ま
し

た
。 合

同
視
察
研
修
旅
行

工
業
部
会
・
商
業
部
会

兼六園の雪吊り前にて 恐竜博物館の新館ホール

女
性
部

　

令
和
6
年
11
月
14
日
に
視
察
研
修
会
を
実
施
し

27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
木
島
平
村
の
ガ
ラ
ス
工

房
に
て
ト
ン
ボ
玉
作
り
体
験
を
実
施
し
、
ガ
ラ
ス

を
溶
か
し
て
好
き
な
色
や
デ
ザ
イ
ン
の
ネ
ッ
ク
レ

ス
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
を
各
々
作
製
し
ま
し
た
。

昼
食
は
野
沢
温
泉
村
の
ハ
ウ
ス
サ
ン
ア
ン
ト
ン
に

て
創
作
料
理

を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

天
気
に
も

恵
ま
れ
、
部

員
同
士
の
交

流
が
深
ま
り

有
意
義
な
研

修
会
と
な
り

ま
し
た
。

女
性
部
視
察
研
修
会

トンボ玉作製
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このまちに活きるこのまちに活きる

　弊社は、平成27年に設立しました。中条に本社を置き、
高齢者介護として安茂里の事業所を譲渡いただき、現在に
至ります。安茂里では、ケアマネジャーの事業所、宅老所
を2か所運営しており、令和2年に中条郵便局の目の前に
看護小規模多機能型居宅介護事業を開始しました。私自
身、結婚を機に妻の実家がある中条に移り住みました。中
条に住んで20年になります。この間、中条の人口も毎年
100名ずつ減る中、何とか中条の人口減少を止めたい。また、
長野市や白馬からちょうど良い位置にある中条に住む人を
増やしたい。という想いから新しい事業所を開所しました。

　高齢者の一人暮らし又は夫婦で
の家庭が多い中、年齢と共に、自
宅での生活の不安、また遠方にお
住いの家族の心配が重なり、住み
慣れた自宅、地域から離れる方も
多くありました。中条で立ち上げ
た事業所は、自宅での生活支援を
主に、訪問・通い・宿泊を同じスタッフにて。また、看護
師による訪問看護も行えます。そのため、自宅で最期まで
住み続けたい。を応援できる事業でもあります。
　高齢になっても、病気になっても、住み慣れた自宅・地
域で出来る役割がある生活を応援し、ご本人も安全。ご
家族も安心。を提供してまいります。また、山間地域の職
場としても、中条や近隣にお住いの方の協力もお願いでき
ればと考えております。中条への移住にも、職場が近くに
あることも応援できる一つとも考えております。
　まだまだ、燦倶楽部中条は開
所して5年。まだまだ対応につい
ても未熟なところもあるかと存じ
ますが、スタッフ一同、住み慣れ
た地域での生活をサポートいたし
ます。今後共よろしくお願いいた
します。

燦倶楽部中条
株式会社ながの地域福祉サービス

〒381-3203　長野市中条2429
TEL 026-267-3977

西部支部

中条郵便局

燦倶楽部中条

31

長野市中条支所

長野西高中条校

　当社は昭和45年に先代会長が農薬販売業を創業し、
昭和60年に法人として設立されました。その後、建
設業を統合し、有限会社サングリーンとして事業を拡
大しました。農業が盛んな豊野地区において、果樹、
水田、野菜など多様な農作物に適した農薬の販売をし
ています。
　近年の気候の著しい変化は多くの農家を悩ませてお
りますが、農業の技術や農薬なども日々進化していま
す。

　当社では農業技術や農薬の適切な使い方について研
究し、農家の皆様が高品質で多くの作物が収穫できる
ようサポートも行っております。この取り組みを通じ
て、地域の農業を支える存在であり続けたいと考えて
います。また、建設事業では、安全防護柵工事や法面
保護工事など、地域住民の皆様が安心・安全・快適な
生活を送れる環境づくりを支援しています。当社の理
念は「技術を磨き心を磨く輝く人と緑をつくろう」で
す。この理念のもと、地域の皆様のお役に立つ企業と
して、技術の向上と人材育成に努め、地域とともに成
長し、信頼され愛される会社を目指しています。これ
からも地域社会に貢献し続ける企業として努力を重ね
てまいります。今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。

有限会社サングリーン
本社　農薬事業部
〒389-1102　長野市豊野町大倉1994番地6

TEL・FAX 026-257-3304

豊野支部

有限会社
サングリーン

ローソン

大倉

大倉中央

18

店舗外観 法面保護工事の様子

事業所外観

利用者の散歩風景
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　地元長野に根差し、地域に密着した大工
として活動を始めてから、30年が過ぎまし
た。２年前には、お客様のライフスタイル
に応じた、新築・リノベーションを実現す
る「住まいのプロ」として法人化し、より
優れた技術に特化し、充実したサービスの
提供を目指してまいりました。これにより、
幅広い建築に関わるご相談にお応えできる
体制を整えています。
　お客様のニーズに寄り添い、ご自宅はも
ちろん、マンションや店舗、商業施設の内
装やお庭づくりまで幅広くプロが対応いた
します。
　また、事務所内にはネイルサロンを併設
しており、リラックスした雰囲気の中で気
軽にご相談いただける環境を整えておりま

す。お客様とのコミュニケーションを大切
にし、じっくりとお話を伺うことで、より
良い提案を実現します。
　今後も地域に貢献し、お客様に信頼され
る事業所を目指してまいります。

新
会
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　令和４年10月に法人設立し、翌年令和５年４
月より「宅老所縁互」を開所致しました。私たち
の事業所は定員10名のこじんまりとしたデイ
サービスです。元々酒屋さんだったお宅を貸して
頂き運営しております。普通の民家なので、玄関
には段差、お部屋には敷居があり、入浴時の浴室
も家庭風呂でバリアフリーではありませんが、や
るぞ！と意気込まなくても生活リハビリとして段
差を超えたり、浴槽をまたいだりと、普段の動き
の中から知らず知らずのうちに体を動かしている
事も多いです。小規模ならではの特徴として、利
用者様やその家族との距離が近く、また少人数の
為事業所としてのフットワークの軽さも保て、四
季折々の外出等その日決めた事を即実行できると
いう利点があると思っております。
　散歩はお天気がよければ大体出ており、利用者
様個々に合った距離を歩いています。外出はその
日の天気次第で四季折々色々な所へ出掛けていま
す。天候不良で出掛ける事が出来なくても所内で
軽体操や、下肢体操、生活リハビリを行い、制作
活動や家事手伝い等、それぞれ得意な分野を発揮

してもらおうと、ス
タッフも考慮して作
業の振り分けを行っ
ております。
　『縁互』の由来の
様にお互いのご縁で
繋がれたので、「あ
～今日も縁互に来て
よかった」とご利用
者様に思って頂ける様、またこの地域で活動して
いる一員として地域に根差し、地域の皆様ともご
縁を頂いて繋がっていければと思っております。
どうぞよろしくお願い致します。

合同会社縁
えん

互
ご 〒381-2206

長野市青木島町綱島287-2
　☎ 026-285-2636

更北支部

株式会社 Re フレンズ
〒381-2205
長野市青木島町大塚1561-15
　☎ 026-213-7376
E-mail : info@re-friends.com川中島支部

Reフレンズ

117

セブン
イレブン

フタツメ
ラーメン

長野市青木島

長野島乙

丹波島橋南詰

代表社員　伊東 大

代表取締役　岡澤 敏文

外出した時の様子

外観

事務所（ネイルサロン）外観

合同会社縁互

117

鶏がら屋
ラーメン

綱島

綱島南

えん　ご
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会員さんは会員さんは
こんな人こんな人

かいいん

ひと
趣味紹介

戸隠支部

で、学生時代は合気道に熱中してい
た私にとって、武道の1つである忍
術には惹かれるものがありました。
また、体の使い方や心の持ち様も、
合気道と共通する部分がありまし
た。とはいえ、戸隠流忍術は古武道
と呼ばれ、時代背景や地理的条件等
に多大な影響を受けて誕生・確立し
た地域特有のものです。ですので、
同じ武道でも合気道とは異なる要素
や奥深さがあり、触れるたびに習得
の難しさと醍醐味の両方が感じられ
ます。
　もう1つは「戸隠ほほんキャンプ
場」の運営です。友人に廃業した
ロッジのその後を一任されたのを機
に約5年前に始めました。現在、受
け入れは学校や学年単位の団体に限
らせてもらっていますし、今も手探
り状態で試行錯誤している部分も
あります。それでも、参加した子
どもたちには、ツリーイング、ネイ
チャーゲーム、忍者教室を通じて、
戸隠の豊かな自然・歴史・文化を学
び、体感し、楽しみながら理解を深
めてもらえていると思います。　
—今後やってみたいことは？
　家業の蕎麦店を昨年4月に息子に
引き継いだので、以前に比べると自
由に使える時間が増えました。です
ので、これまで通り地域の子どもた
ちと関わる取り組みを継続しなが
ら、戸隠観光協会や長野県そば商生
活衛生同業組合の活動にももっと力
を入れていきたいです。
　長い歴史を誇る戸隠流忍術を後世
に伝え残すことや修験道として知ら
れる戸隠古道の管理整備など、観光
協会会長としてこの地を守るために
やりたいと思うこともやらねばなら
ないことも山ほどあります。また、
戸隠に限らず、食文化としての日本
の蕎麦をもっともっと広めたい。国
内外にファンを増やし、さらに発展
させたい。そう考えています。その
ために、これまで以上に積極的にア

―趣味について教えてください。
　いわゆる“趣味”とは違うので
しょうが、私には長年続けている
地域に根ざした取り組みや地域の
子どもに関わる活動がいくつかあ
ります。今回はその一部について
お話しします。
　どの活動でも、その中心にある
のは「生まれ育った戸隠の自然・
歴史・文化を守り、永続的発展を
目指したい」という思いです。そ
れを実現するための取り組みの1
つが戸隠（とがくれ）流忍術の保
存活動です。自身も忍者として修
行を重ねる一方で忍術や戸隠のこ
とを広く理解してもらうための教
室や講演活動も行っています。
　もともと体を動かすことが好き

ピールして、多くの人に興味を持っ
てもらえるように頑張りたいです。
—�超アクティブで多忙な山口さんの

原動力は？
　やはり、故郷への思いでしょう
か。素晴らしい自然と歴史・文化を
有する戸隠が永年在り続けることを
強く願う気持ち、だと思います。
　また、子どもたちに忍術を教えた
り、神楽などの伝統芸能の稽古をす
る中で、子どもたちの真剣に取り組
む様子やはじけるような笑顔が見ら
れると素直に嬉しいものです。かつ
ての教え子たちが稽古を手伝いに来
てくれた時などは、頼もしく成長し
た姿を誇らしく思うと同時に、「地
道な活動が少しずつ、でも確実に実
を結んでいるなぁ」と、感慨深いも
のがあります。
　ただし、こうした活動というのは
膨大な時間と多大な労力を要するも
のです。すぐに結果や成果が出なく
ても焦らずにコツコツ取り組むこと
が大切なのかな、と。そして、私た
ちの努力がいずれ大きな実を結ぶこ
とを前向きにイメージしつつ、私自
身も楽しんで活動を続けた結果とし
て少しでも地域に貢献できたら最高
です！

株式会社戸隠そば山口屋
所在地：長野市戸隠中社 3423
TEL：026-254-2351
※冬期は営業時間等が異なるため
　ホームページで最新情報の確認を
https://www.togakushisoba.com/

山口 輝文氏
（やまぐち・てるふみ）
1956年長野市戸隠生ま
れ。妻、息子夫妻、孫2人
との6人家族。多忙な日々
の中で「焚き火は木や火の
ことがよくわかるので面白
いんです。業務の一部では
あるけれど、癒しというか
リラックスできる気がしま
す」とのこと。

山口 輝文 氏

株式会社戸隠そば山口屋 会長／
長野市商工会戸隠支部
株式会社戸隠そば山口屋：自家製粉
した県産そばと山からの清水を使っ
た職人手打ちのそばが評判。戸隠竹
細工等の地域自慢の土産品も充実。

戸隠流忍術、戸隠の自然・
歴史・文化の伝承
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長野県 特定（産業別）最低賃金のお知らせ

　　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
商
工
会
報
な
が

の
第
71
号
を
お
読
み
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
年
の
干
支
「
巳
」
は
、

蛇
が
脱
皮
を
繰
り
返
し
な

が
ら
成
長
す
る
こ
と
か

ら
、
変
化
と
再
生
の
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
原
材
料

高
と
人
手
不
足
の
厳
し
い

経
済
環
境
の
中
で
す
が
、

巳
年
の
蛇
の
よ
う
に
柔

軟
に
環
境
に
適
応
し
な
が

ら
、
変
化
を
恐
れ
ず
に
新

た
な
成
長
を
遂
げ
る
年
と

し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
号
に
新
春
交
流
会
を

始
め
、
川
中
島
古
戦
場
ま

つ
り
、
川
中
島
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
賑
や
か
に
開

催
さ
れ
た
様
子
を
掲
載
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
読

み
や
す
い
誌
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
希
望
と
挑
戦
に
満
ち

た
す
ば
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

文芸
で
行く
文芸
で
行く

　
高
浜
虚
子
に
師
事
し
た
阿あ

波わ

野の

青せ
い

畝ほ

（
１
８
９
９

－
１
９
９
２
、
奈
良
県
出
身
）
の
句
で
す
。
若
か
り
し
頃

の
青
畝
が
戸
隠
を
訪
れ
た
際
、
霧
が
深
く
何
も
見
え
ず

聞
こ
え
な
い
中
で
も
、
霧
の
匂
い
で
戸
隠
を
感
じ
た
こ

と
を
表
し
た
句
で
す
。

戸隠支部

戸
隠
の
霧
の
匂に
お
いも
宜う
べ

な
ら
む

〇確定申告書作成指導　
－令和 6 年度青色相談コーナー日程表－

会　　場 相談コーナー開設日

長野市商工会 2月26日　3月3日
3月7日　3月10日

若穂商工会館 2月28日　3月5日
川中島町商工会館 3月4日　3月6日

七二会商工会館 3月7日（午後）　
3月11日

豊野町商工会館 2月20日　2月25日
3月6日　3月11日

長野市商工会戸隠支所 2月19日　2月26日
3月5日　3月14日

長野市商工会鬼無里支所 3月4日　3月6日
長野市大岡支所 3月7日（午前）
※長野市商工会管内の会場です。

長野税務署管内青色申告会連合会
からのお知らせ

お
宿
富
岡
　
青
畝
句
碑


